
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GIGA×とーく 
スクール 

GIGAスクール構想で導入されたタブレット端末の活用や関連する内容についてご紹介します 

ICT活用推進委員会 

令和５年度 NO.２ 

GIGA スクール構想 

Global and Innovation Gateway for All 

全ての児童・生徒に 

グローバル（国際舞台）で 

イノベーション（革新的創造）な扉を 

 ※「現代に生きる子供たちにとって、PC 端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテム」「仕事でも家庭でも、社会のあらゆ

る場所で ICT の活用が日常のもの」とされ、これまでの教育実践と、最先端の ICT 教育を組み合わせることで、よ

り良い学校教育の実現に取り組むことが掲げられています。 

～～～学習の様子紹介～～～ 

 １０月の全校朝会で、高等部の給食委

員会より、アプリを使った給食クイズが

出されました。学級に応じて、一台のタブ

レットで参加したり、自分のタブレットで

参加したりと、それぞれ楽しみながら、給

食に関するクイズに答えていました！ QRコードを読み取ってスタート！ 

正解はどれかな？？ 

小学部  様々な学習場面で活用しています。基本的な操作に関して、一人でできることも増えてきました。 

各種アプリの使用 買い物メモ作り 調理手順の確認 

みんな真剣です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 

中学部  文字入力やキーワード検索、動画作成など、活用方法が広がっていきます。 

調理に必要な材料調べ 販売会のポスター作り 製品紹介 CM用写真撮影 

高等部では、長期休業中の宿題（生活点検表）について、タブレット端末を活用してい

ます。そこで、夏休み中に、高等部保護者の方々を対象に、端末活用についてのアンケー

トにご協力いただきました。今回はその一部をご紹介します。 

寒くなり、外に出る機会が減ると、家庭内でタブレット端末やスマートフォンを使用する場面

がさらに増えると思います。これから冬休みに入りますが、夏休み同様、ご家庭でのルールを

決めて、繰り返し確認しながら使用していただければと思います。児童生徒が安全に、楽しく

ICT機器を活用できるようによろしくお願いします。 
文部科学省の啓発リーフレットも、

ぜひご参考ください。 

＜タブレット端末を活用した宿題に取り組む様子について＞ 

○集中して、楽しんで取り組んでいた。 

○朝と夜、時間を決めて取り組んでいた。 決まった時間に取り組んでいた。 

○頑張って文字を探して入力していた。 

○字で書くよりも、負担なく記入ができていたと思う。 

○苦戦していた日記も、自ら進んでタブレットを使いながら書けていた。 

○一人でできていたのでビックリした。慣れている様子だった。 

＜タブレット端末を活用した宿題についてのご意見＞ 

○コンパクトに持ち運びできるし、タブレット端末の宿題も良いと思う。 

○簡単に文ができるようなので、日記とかはいいのかなと思った。 

○週末の宿題は、タブレット端末でも楽しそう。 

○タブレット端末とペーパーと、半々での取り組みがいいように思う。 

○子どももできる宿題だといいと思う。 

○長時間、使い続けないような設定ができると良い。 

＜トラブルや困ったこと、不安なことや心配なことなど＞ 

○Wi-Fiがつながらない。 

○親が見ている間や、大人が一緒の時以外は使用させたくないかなと思った。 

○長時間使用したり、注意されることを嫌がって、人の来ない部屋で使用 

したりしている。 

○使用している間に、学校の記録を本人が消してしまわないか心配。 

○生活リズムが乱れることはなかった。これなら、卒業後も大丈夫かなと思った。 


